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審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、胃癌患者の新鮮切除標本および末梢血、また健常者の末梢血を用いて、胃癌
患者におけるTh17細胞とその細胞が産生するIL-17の臨床的意義を検討したものである。そ
の結果、Th17細胞は胃癌組織に高頻度に存在し、CD4 Tリンパ球の最も優位なサブセットで
あること、また末梢血中のIL-17濃度は健常者よりも胃癌患者において有意に高値であるこ
とが判明した。更に予後との関連の検討では、胃癌患者におけるIL-17高値群の予後は低値
群と比較して有意に不良であり、多変量解析ではIL-17濃度はリンパ節転移とともに独立し
た予後因子であることが判明した。本研究の内容は、消化器外科学の分野でTh17細胞やそ
の細胞によって産生されるIL-17が胃癌の進展に関与していることを強く示唆するもので
あり、明らかに学術水準を高めたと認める。  
